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 ２０１３年１０月１０日 

 

中国蘇州市の生産子会社に自動車用ガラス第３工場を新設 

 

ＡＧＣ（旭硝子株式会社、本社：東京、社長：石村和彦）は、旭硝子特種玻璃（蘇州）有

限公司（中国江蘇省蘇州市、以下ＡＦＳという）内に中国での自動車用ガラス第３工場を新

設することを決定しました。ＡＦＳにおいて現在稼働している太陽電池用カバーガラスの製

造設備を順次停止し、この資産を活用して自動車用ガラス製造工場に事業転換します。今後

約４５億円を投資し、２０１５年第１四半期に量産を開始する予定です。 

 

中国における自動車生産台数は、２０１３年には２，０００万台を突破する見込みであり、

今後も年率５％の高い成長が予想されます。これに伴い、自動車用ガラスの需要も確実に増

加することが見込まれます。当社は１９９５年に河北省秦皇島の自動車用ガラス会社へ資本

参加して以降、２００６年には広東省仏山市に工場を設置し、自動車用ガラス事業の強化、

充実を図ってきましたが、今後の需要増に対応するため、生産能力のさらなる拡大が必要で

した。 

 

一方、太陽電池用カバーガラス市場は、中国内のガラスメーカー各社による過剰設備投資

に伴い、急速に販売価格が下落しています。当社は２０１２年に米国の太陽電池用カバーガ

ラス専用工場を閉鎖し、さらにフィリピンにおける太陽電池用カバーガラス素板の生産を停

止しましたが、供給過剰による価格低下の状況は改善されず、太陽電池用カバーガラス事業

の採算は悪化しています。 

  

 これらの状況から、当社はＡＦＳの太陽電池用カバーガラス工場を自動車用ガラス工場に

事業転換することとしました。ＡＦＳは、①周辺へ多くの自動車メーカーが進出しているこ

と、②自動車用ガラス素板を生産していること、③太陽電池用カバーガラス製造停止後の資

産が有効活用できること、などから自動車用ガラス工場新設の条件を備えています。 

第３工場は約１２０万台/年分の自動車用ガラス生産能力を備えており、同工場を加えた

当社の中国全体での生産能力は合計約３６０万台分/年に拡大します。 

 

ＡＧＣは、今後も収益性改善施策を展開し業績を上昇トレンドに反転させるとともに、新

興国において拡大する需要を確実に取り込み、成長基盤の強化・定着を図ります。 

以 上 
 
◎本件に関するお問い合わせ先：   旭硝子（株）広報・ＩＲ室長 上田 敏裕 
 （担当：高橋 ＴＥＬ：０３－３２１８－５６０３ Ｅ-mail：info-pr@agc.com） 
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【ご参考】 

１．自動車用ガラス第３工場の概要 

１．所在地  江蘇省蘇州工業園区望江路１５８号 
２．総投資額 約４５億円 
３．生産開始 ２０１５年第１四半期（予定） 

４．生産能力 自動車用合わせ及び強化ガラス 

          現存の工場  約２４０万台分/年 

          第３工場   約１２０万台分/年 

          合   計  約３６０万台分/年 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．太陽電池用カバーガラス事業の概要 

 （１）これまでの経緯 

     ２０１２年 ＡＧＣフラットガラス・ノースアメリカの太陽電池用カバーガラス 

工場（キングスポート工場）を閉鎖 

     ２０１２年 ＡＧＣフラットガラス・フィリピンの太陽電池用カバーガラス素板 

生産を停止 

 （２）現在稼働している製造拠点 

     太陽電池用カバーガラス素板  ：旭硝子特種玻璃（蘇州）有限公司 

ＡＧＣガラス・ヨーロッパ（ルー工場） 

     加工（強化・ＡＲコーティング）：旭硝子特種玻璃（蘇州）有限公司 

ＡＧＣガラス・ヨーロッパ（ルー工場） 

                     ＡＧＣフラットガラス・フィリピン 

 
以上 
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【第１工場】 
旭硝子汽車玻璃（中国）有限公司 
生産能力：約１２０万台分/年 

【第３工場】 
旭硝子特種玻璃（蘇州）有限公司 
生産能力：約１２０万台分/年 

【第２工場】 
旭硝子汽車玻璃（仏山）有限公司 
生産能力：約１２０万台分/年 
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蘇州 
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